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【第５学年】
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令和７年度「品川区学力定着度調査」の結果から明らかになった
課題と学力向上に向けた取組

品川区立京陽小学校

１　概要 教科の正答率・基礎・活用すべてにおいて、目標値を少し下回っている。

２　課題と
取組

内容別「ふりこのきまり」に関する正答率が、目標値より大きく下回っている。

単元に出てくる言葉の意味を理解していない。

学習で出てくる言葉の意味を丁寧に押さえ、記述や言葉として使えるよ
うにする。

【第６学年】

【学校全体の結果】
・どの学年も、目標値を下回っていた。
・前年度との比較では、４年と６年がスコアが上がっていたが、５年はスコアが下がっていた。
・基礎・活用ごとの分析を見ると、特に４年の基礎、５年の活用部分では正答率が著しく悪く、全
体の平均を下げる要因となっていた。

１　概要 教科の正答率・基礎・活用すべてにおいて、目標値を下回っている。

２　課題と
取組

内容別「物のあたたまり方」に関する正答率は大きく下回っている。

基礎的な言葉ではなく、自分の知識を使って説明することができていない。

学習の中で、出てきた言葉を使って自分なりに説明する活動を取り入れ
ることで、理解を深める。

１　概要 総合的な正答率は、全国値を下回っている。

２　課題と
取組

「物質・エネルギー」「生命・地球」の領域全体で課題が残る。

実験は好きで集中してできるが、知識的な部分が苦手な児童が多い。

磁石の性質、昆虫の体のつくりなど知識的な部分を日常の生活を通し
て、再確認させていく。


